
①主催者は、応募作品の管理に十分注意を払いますが、不慮の災害・事故による作品の破損・紛失などについて責任を負いま
せん。

②応募書類などに記入漏れや不備がある場合は、受け付けできません。
③作品名や氏名（雅号）に常用漢字以外の漢字が用いられている場合は、常用漢字で表記する場合があります。
④搬入の際の梱包材料は、必ず持ち帰ってください。
⑤審査や展示について意義を申し立てることはできません。
⑥作品の著作権は作者に帰属するものとします。ただし、作品の画像を主催者の判断で広報やホームページ、インターネット、記
録などに使用することがあります。

⑦出品者の個人情報については、主催者は個人情報保護法その他関係法令を遵守し、本展の運営に必要な範囲でのみ使用
します。
⑧開催期間中は作品の搬出はできません。
⑨応募者名や作品名などの文字校正には間違いのないように努めますので、ご了承下さい。

●上記に明記した注意事項および個人情報に係る取り扱いに同意いただけない場合は、応募をご遠慮願います。

注意事項

①県内外の公募展、コンクール等で展示された作品は出品できません。
②他者の知的財産権を侵害しないものに限ります。
③各部門の作品規定を遵守して下さい。規定以外の作品は受け付けできません。
④作品の展示方法などで、説明が必要な場合は、説明図・写真などを貼付して下さい。
⑤破損・変形・転倒しやすいもの、未乾燥の作品、公序良俗に反するもの、および、会場に損傷を与えるような作品は受付できま
せん。

⑥上下が分かりにくい作品は、作品裏側に上下方向を表示して下さい。表示がない場合は、出品票の位置で判断します。
⑦会場備品以外の展示台や、その他の設備・機材・電気工事などが必要な場合は、あらかじめ許可を受け、出品者の責任にお
いて用意して下さい。それらに伴う費用は出品者負担になります。

作品応募規定

応募資格
本県に在住・在籍・勤務する者に限ります。

出品点数
○彫刻・デザイン・写真部門は、１人（１グループ）１部門につき3点以内。
○日本画・絵画造形・工芸・書道部門は、１人１部門につき2点以内。

出品料
中学生・高校生は、1点につき1,000円、1点増すごとに1,000円。
中学生は、「一般」または「子ども展」への応募を選択できます。
子ども展への応募の場合は、出品料500円です。（次ページ参照）
一般・大学生は、1点につき3,000円、1点増すごとに1,000円。
1人が2部門以上に出品の場合は、部門ごとに前記出品料が必要になります。なお、地区搬入の場合は、出品料以外に運送料が
必要になります。詳しくは下記の「地区搬入・搬出」の項をご覧ください。
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11月11日（土）14：00～16：00

11月 1 日（水）～11月 7 日（火） 11月 8日（水）

11月 9 日（木）～11月15日（水）

●Web応募ができます。

講堂

【探 究】

西村 直樹 福井県立美術館副館長（学芸）

「現代福井の美術家たちを育てた土壌」（仮称）
コーディネーター  赤圡 善蔵（福井県美術の会会長、元ギャラリー汎主宰）

　1948年（昭和23年）に第１回福井県総合美術展が開催され、その後美術を愛する多くの諸先輩方
の努力により、本年で74回を迎える事ができました。
　コロナ禍の中で美術展の開催が一時中断される事もありましたが、その中でも、美術を愛する人 は々
作品を制作し続けてまいりました。多くの県民の皆様からの作品の応募をお願いいたします。
　今回のテーマは【探究】といたしました。美術を愛する人達が、美の本質を探り究める活動を続け、
新しい地平を拓くことで、これからも福井の文化芸術活動が発展していくことを願います。
　今年も、例年通り「子ども展」を開催いたします。中学生につきましても、「子ども展」または「一般」へ
の応募を選択できるようにしました。どしどし応募していただきたいと思います。
　皆様からの鋭い感性と多様な表現に挑戦した魅力あふれる作品を期待します。

県下各市町・各教育委員会、（一社）福井県文化協議会、（公財）福井県文化振興事業団、
福井新聞社、NHK福井放送局、FBC、福井テレビ、（公社）福井青年会議所、
福井県高等学校文化連盟（美術・書道・写真）

●応募には事前登録をする必要があります。 パソコンは、福井県美展
ホームページから。



部門
日本画、絵画造形、彫刻、工芸、書道、デザイン、写真

賞
知事賞（副賞50,000円）、県美展賞（副賞20,000円）、県教育委員会賞、県議会議長賞、県立美術館館長賞、県文化協議会賞、各
後援団体賞、審査員賞などがあります。

作品展示
前期は入賞作品と入選作品を展示します。
後期は会員作品と入賞作品を展示します。
工芸部門は会員作品と入賞作品および入賞に匹敵する入選作品を展示。

搬入
10月28日（土） 午前10時より午後3時（時間厳守）
福井県立美術館内：各部門搬入受付（会員は別日程）
応募作品に、①出品申込書、②出品票A、③出品票B、④作品預かり証、および、出品料を添えて搬入してください。応募書類は必
要事項を楷書で記入の上、②、③を作品の所定の位置に張り付けてください。2部門以上に出品の場合は、部門ごとに手続きが
必要になります。

搬出
11月16日（木）　午前 9時30分より午後 1時（時間厳守）
福井県立美術館内：各部門搬出受付
「作品預かり証」をご提示ください。作品（選外作品を含む）を確認の上、返却します。搬出時間内に搬出されない場合は、委託業
者に送付を依頼します。運送料・梱包料は出品者負担（1万円程度）となります。

地区搬入・搬出
地区受付所は日通福井支店と日通小浜支店の2箇所です。
地区搬入：10月18日（水）、19日（木）、20日（金）午前9時より午後５時
　　　　　必要書類、出品料の他に運送料が必要です。
運　送　料：日通福井支店／１点につき2,000円（税別）　TEL.0776-57-1540
　　　　　日通小浜支店／１点につき4,000円（税別）　TEL.0770-53-1050
地区搬出：11月20日(月）午前9時より午後５時、各受付所で作品を返却します。その他、画材店、額縁店などの搬入協力店があり

ます。

※2012年に県美展無鑑査会員によって「福井県美術の会」を設立。　会員を福井県美術の会会員および県美展作家と表記しています。

表彰式
11月12日（日） 福井県立美術館講堂
　　　　　　  午後1時30分～午後3時　一般公募

新型コロナウィルス感染防止対策のため、出席者を制限させていただくこともあります。

審査
10月29日（日）に部門ごとに審査会で審査し、入賞・入選作品を決定します。審査結果は「審査結果のお知らせ」で、直接出品者
に通知します。
※絵画造形部門：今年度外部審査員が審査に参加
　　　　　　　　野田　訓生 氏（元県立美術館副館長）
　　　　　　　　伊予登志雄 氏（福井新聞社  参与・編集局  特別編集委員）
　デザイン部門：今年度外部審査員が審査に参加
　　　　　　　　川島　洋一 氏（福井工業大学  デザイン学科  主任教授  博士（学術））



①作品サイズは、単写真、組写真ともに、次のサイズのパネルまたは額にレイアウトした平面作品とします。
　パネルサイズ：40cm×40cm以上、110cm×110cm以内
②作品保護用にガラス・アクリル板等は使用しないでください。
③展示可能な吊り紐を装着してください。なお、額のエッジ等には他の作品を傷つけないよう配慮をお願いします。
④著作権、肖像権の侵害が生じないように、応募者本人または保護者の責任においてご確認ください。

写真／作品規格

①平面作品／作品サイズは、B0判以内（縦横自由）厚さ10cm以内とします。パネル張り（木製・ホビーパネル）とし、作品保護のた
めビニールやアクリル等でカバーしてください。但しガラス板は使用しないでください。

　パネルには必ず吊り金具を取り付けてください。
②立体作品／作品サイズは、縦・横・高さの合計300cm以内とし、重量は50kg以内とします。
　作品説明用パネルを付けてください。パネルの規定は平面作品の規格に準じます。（B1判×2枚でも構いません）
③空間作品（建築・都市空間）／作品サイズは、縦・横・高さの合計500cm以内とし、モデルの展示台等を含む 搬入＆搬出は、出
品者が行ってください。作品説明用パネルを付けてください。パネルの規格は立体作品の規格に準じます。

④テキスタイル作品／作品サイズは、立体作品の規格に準じます。作品説明用パネルに必ず作品の「使用例」を表示してくださ
い。パネルの規定は平面作品の規格に準じます。

⑤映像作品／MP4ファイル、再生時間5分以内とし、作品には作品名、作者名を表示してください。
　モニター、パソコン等は各自が持ち込み、起動後に作品アイコンクリックで自動ループ再生可能なようにセッティングしてくださ
い。再生環境の音声は基本的に2chとします。

　作品説明用パネルを付けてください。パネルの規定は平面作品の規格に準じます。
⑥応募規定
・一般公募展未発表のオリジナルデザインであること。(デザインの権利保護が必要な場合、出品者が各自で行うものとする。) 
・特定の企業の広告物（自治体、NPOを除く）は、評価の対象外となります。企業名等を特定できない配慮をお願いします。
・知財権を侵害する作品、引用元が明確でない作品は、評価の対象外となります。
・出品作品は実物、図面、模型、写真等の造形物。
・審査時の参考とする為、作品説明パネルに必ずコンセプトを明記すること。
・プロダクト作品などにおいて商品化されている場合は、販売価格を出品申込書に明記すること。
・ファッション作品は、実物としスタイル画・コンセプトを表示すること。また人体マネキンを要する場合は、出品者において準備
し搬入＆搬出すること。
・映像・デジタルCG作品で、タブレットなどで操作性を見せたい時は、説明用パネルに解説・準備すること。
・電源等が必要な場合、作品概要等を申込書に明記し、延長コード等は出品者において準備すること。
・共同作品は、制作協力者との共同出品が可能です。出品は代表者1名又はグループ名で登録してください。

デザイン／作品規格

①作品サイズは、1）縦242ｃｍ×横61ｃｍ以内、 2）182ｃｍ×91ｃｍ以内（縦横自由）、 3)縦121ｃｍ×横121ｃｍ以内、 4）巻子・帖は縦40
ｃｍ×横400ｃｍ以内、 5）篆刻作品は縦39ｃｍ×横30ｃｍ以内とします。（何れも額縁を含む）。
②巻子・帖以外の作品は、全て額装してください。

書道／作品規格

①作品サイズは、壁面作品に限り、縦180ｃｍ×横180ｃｍ程度以内とします。展示に必要な器具は付けて下さい。
②壁面展示以外の作品については、サイズの制限は設けませんが、重量50ｋｇ以内とします。

工芸／作品規格

①油彩、アクリル、水彩、版画、平面・立体造形、映像など、多種多様な作品。
②作品サイズは、平面作品：縦170cm×横170ｃｍ以内で（額縁を含む）、立体作品：幅200ｃｍ×奥行き200ｃｍ以内で、天井までの高
さ365ｃｍに展示可能なサイズとし、床置きでも天井より吊るす作品においても移動できるものとします。
③額装の場合は、ガラス板を使用しないでください。

絵画造形／作品規格

彫刻／作品規格
①作品サイズは、幅200ｃｍ×奥行き200ｃｍ×高さ250ｃｍ以内、重量300ｋｇ以内とします。

日本画／作品規格
①作品サイズは、30号～100号 縦162cm×横162cm以内とします。
②作品は仮縁で、ガラス・アクリル板を使用しないでください。
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